
－ 142 －

地域安全科学部門　危機管理・災害復興分野

被災近世漆器の考古学
－中越地震被災地の文化的復興を目的とした地域歴史研究の実践－

齋藤　瑞穂

1.　はじめに

　中越地震では，歴史資料をはじめとする文化遺産にも多くの被害が出た．本県ではこのとき，大学・

高校教員や博物館・文書館の学芸員らが新潟歴史資料救済ネットワークを立ち上げ，散逸の危機に直面

した多くの資料を救出する（矢田（編）　2005など）．

　被災した中山間地に，持続可能な地域社会を実現させるには，ありとあらゆる資源の活用が必要であ

る．救済された歴史資料は，有用性の高い地域資源であり，①市民とその価値がシェアされ，②地域づ

くりの素材として駆使されることが望ましい（齋藤ほか 2013）．

　その土台構築を目標として実施した地域歴史研究の成果を，本稿で報告する．

2.　被災近世漆器の検討①－椀箱の特徴－

　中越地震の際，長岡市山古志種苧原の佐藤久家では，屋根が損壊した．長岡市立中央図書館文書資料

室が所在確認調査に入った2007年5月の段階では，戦後の山古志村政を伝える貴重な記録類が雨水等で

濡れた状態にあり，後日，すぐにレスキューが実施されている．漆器の入った木箱5箱も，このときあ

わせて救済された．それぞれ文化9年（1812），天保14年（1843），嘉永6年（1853），安政2年（1855），

慶応3年（1867）の銘をもつ．

　今回，検討対象としたのがこれらの江戸時代漆器資料で，安政2年の例と（椀箱①），嘉永6年の例（椀

箱②）をとりあげた．椀箱①は，蓋に「安政二乙卯歳神無月吉辰，茶碗廿人前，佐藤久左衛門持用，大

工国助造之」，身に「茶碗廿人入，久左衛門主」の箱書きがあり，持主は佐藤久左衛門，1855年10月に

購入し，茶碗20人分が入っていたことがわかる．

　他方，椀箱②は，蓋に「嘉永六癸丑歳霜月吉辰，佐藤久左衛門用，大工梅吉造之，佐藤久」，身に，「上，

黒本皿弐拾人前，皿拾人前，上，杯弐拾人前，持主佐藤久左衛門」と記す．1853年11月に購入し，黒本

皿20人前，皿10人前，杯20人前を納めていたらしい．

　箱の内部はいずれも板2枚を十字に組み合わせ，4つに区画してある．

3.　被災近世漆器の検討②－現存する漆器の評価－

　椀箱①には，壺椀3点と蓋2点が遺存していた．「茶碗」20人前との記載があるから，箱内の4つの区画

には，椀が5点ずつ納まるはずである．ところが，5点重ねた状態を想定復原すると，箱の高さを優に超

え，蓋が閉まらなくなってしまう．すなわち，箱書きの「茶碗」は，現存する壺碗を指し示していない．

　椀箱②には，2タイプの黒色皿10点ずつと，盃台5点が遺る．本来，「黒本皿」20人前，「皿」10人前，「杯」

20人前を納めていた箱であり，現存する黒色皿を10枚ずつ入れていくと，それぞれの区画には丁度の高
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さで納まって，計2区画が充たされる．「黒本皿」と「皿」の合計は30 枚であるから，10枚は失われて

いることになるものの，皿自体は本来の内容品とみてよい．一方，盃台は，サイズによっても箱書きの

記載によっても，本来の内容品とは考えにくい．

　以上，2つの椀箱内に遺る漆器には，当初からの内容品とみてよい例と，そうではなく，後々になっ

て収納されるようになった例とが存する．本来の内容品であり，箱に記された年代をそのままあたえて

よいのは，椀箱②の皿20枚に限られる．

4.　漆器購入のタイミング

　「久左衛門」の名は，種苧原坂牧家文書の近世文書に度々登場する．公表されている範囲では，安永9

年（1780）の「種苧原村切開切添地引絵図」から明治3年（1870）の「物産書上帳」までみられ（佐藤

ほか 1981，原ほか（編） 2012），箱書きの年代と重なっている．

　注目されるのは，佐藤久左衛門の持高の推移である（佐藤ほか 1985）．1780年代に発生した天明の大

飢饉により高を大幅に減らすものの，次第に回復をみせて文政3年（1820）には庄屋の高を超え，天保

11年（1840）には種苧原村最大の高持となる．漆器椀は，飢饉の災禍から復興を遂げたこの頃から，集

中的に購入されていく．

　以上，詳細については，齋藤（2014）文献を参照されたい．
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